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一九四〇年代における中国三峡ダム開発
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は
じ
め
に

　

中
国
長
江
に
建
設
さ
れ
た
三
峡
ダ
ム
は
、
共
産
党
政
権
下
の
一
九
五
三
年
に
始
動
し
紆
余
曲
折
を
経
て
、
九
二
年
に
全
国
人
民
代

表
大
会
で
決
定
さ
れ
た
。
実
は
、
国
民
党
が
政
権
を
担
っ
て
い
た
国
民
政
府
時
代
に
は
、
三
峡
ダ
ム
は
す
で
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
米
国
政
府
の
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

民
国
期
三
峡
ダ
ム
開
発
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
主
と
し
て
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
所
蔵
の
三
峡
ダ
ム
関
連
の
資
料
を
利
用
し

て
い
る
（
１
）。

本
稿
は
、『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
を
は
じ
め
と
す
る
民
国
期
の
档
案
資
料
や
新
聞
記
事
、『
蒋
介
石
日
記
』、
当

事
者
で
あ
る
銭
昌
照
、
張
光
闘
、
徐
懐
雲
、
惲
震
な
ど
の
回
顧
録
を
検
証
し
つ
つ
利
用
す
る
。
三
峡
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
関
す
る
先

行
研
究
や
当
事
者
の
回
顧
で
は
史
実
と
齟
齬
の
あ
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
多
様
な
一
次
史
料
を
突
き
合
わ
せ
て
史
実
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
蒋
介
石
が
率
い
る
国
民
政
府
の
戦
後
復
興
お
よ
び
米
国
の
役
割
に
関
す
る
研
究
が
少
な
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
２
）。
本
稿
は
、
史
実
を
整
理
し
、
三
峡
ダ
ム
開
発
を
事
例
に
、
国
民
政
府
の
国
家
建
設
と
米
中
間
に
お
け
る
経
済
と
技
術
協

力
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。

第
一
節　

三
峡
地
域
実
地
調
査

１　

三
峡
ダ
ム
開
発
の
構
想

　

長
江
の
開
発
を
初
め
て
構
想
し
た
の
は
孫
文
で
あ
っ
た
。
孫
文
は
一
九
一
九
年
に
国
家
建
設
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
『
建
国
方

略
そ
の
２
―
―
実
業
計
画
（
物
質
建
設
）』
の
な
か
で
、
ダ
ム
開
発
に
よ
る
川
江
（
四
川
省
城
内
を
流
れ
る
長
江
の
こ
と
）
の
水
路
の
改

善
と
水
力
発
電
を
提
案
し
た
（
３
）。
続
い
て
、
孫
文
は
二
四
年
八
月
に
広
州
国
立
高
等
師
範
学
校
で
行
っ
た
『
民
生
主
義
』
第
三
講
の
な
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か
で
も
再
度
長
江
三
峡
エ
リ
ア
の
水
力
を
利
用
し
た
発
電
を
提
案
し
て
い
る
（
４
）。
孫
文
の
構
想
と
は
、
三
峡
の
水
力
利
用
が
全
国
の
汽

車
や
工
場
の
電
力
を
賄
い
、
さ
ら
に
大
量
の
化
学
肥
料
の
生
産
を
可
能
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
の
基
礎
に
な
っ
た

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ウ
エ
ル
（Sidenty J. Pow

ell

、
中
国
名
：
波

尔
）
が
一
九
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
っ
た
実
地
調
査

報
告
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
５
）。

こ
の
報
告
は
、
宜
昌
か
ら
重
慶
ま
で
の
河
川
の
状
況
を
調
査
し
、
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
水
路
の

改
善
と
水
力
の
利
用
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
三
六
年
、
揚
子
江
水
利
委
員
会
顧
問
技
師
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
ブ
ラ
ン

ド
ル
（Brandtl

、
中
国
名
：
白
郎
都
）
も
三
峡
エ
リ
ア
の
航
路
の
改
善
と
水
力
開
発
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
た
が
、「
経
済
状
況
が

疲
弊
し
て
い
る
な
か
で
、
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
は
困
難
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
（
６
）。

の
ち
に
、「
宜
昌
か
ら
上
流
に
遡
っ
て

三
〇
数
個
の
ダ
ム
を
建
設
し
、
長
江
を
運
河
化
す
る
こ
と
で
大
型
船
舶
の
通
行
を
可
能
に
す
る
」
と
構
想
し
た
日
本
人
も
い
た
と
言

わ
れ
て
い
る
（
７
）。

２　

建
設
委
員
会
の
指
導

　

国
民
政
府
が
初
め
て
三
峡
地
域
で
実
施
し
た
実
地
調
査
は
、
建
設
委
員
会
が
電
力
開
発
を
管
轄
し
た
時
期
で
あ
っ
た
（
８
）。
し
か
し
、

建
設
委
員
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
回
顧
と
史
実
が
乖
離
し
て
い
る
。
当
事
者
惲
震
の
回
顧
か
ら
次
の
三
点
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
（
９
）。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
惲
震
ら
の
三
峡
実
地
調
査
は
、
銭
昌
照
と
の
個
人
的
な
関
係
か
ら
国
防
設
計
委
員
会

の
支
援
を
取
り
付
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
そ
れ
が
一
九
三
二
年
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、
こ

の
経
緯
は
建
設
委
員
会
秘
書
長
に
報
告
さ
れ
、
建
設
委
員
会
委
員
長
ら
も
承
知
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
惲
震
は
銭
昌
照
と
の
談
話
を
受
け
て
た
だ
ち
に
準
備
に
着
手
し
、
米
国
留
学
時
の
同
級
生
で
あ
る
山
東
建
設
庁
技
師
曹

瑞
芝
、
交
通
部
揚
子
江
水
道
整
治
委
員
会
技
術
処
長
宋
希
尚
に
声
を
か
け
た
。
宋
希
尚
は
、
同
僚
の
水
道
測
量
技
師
長
ス
ト
ロ
ー
ブ

（G. G. Stroebe

、
中
国
名
：
史
篤
培
）
と
技
術
要
員
陳
晋
模
の
参
加
を
求
め
た）（（
（

。
こ
う
し
て
五
人
は
一
九
三
二
年
一
〇
月
下
旬
に
長
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江
中
流
の
宜
昌
で
落
ち
合
い
調
査
の
段
取
り
を
決
め
、
一
一
月
五
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
実
地
調
査
を
行
っ
た）（（
（

。
彼
ら
は
、『
揚

子
江
上
流
水
力
発
電
勘
測
報
告
』
を
作
成
し
、
黄
陵
廟
と
葛
州
㶚
の
二
か
所
を
ダ
ム
サ
イ
ト
に
選
定
し
、
葛
州
㶚
に
三
〇
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
能
力
を
有
す
る
ダ
ム
の
建
設
を
提
案
し
た）（（
（

。
惲
震
は
、
一
九
三
三
年
春
に
完
成
し
た
報
告
書
の
原
本
を
国
防
設
計
委

員
会
に
提
出
し
、
副
本
を
そ
れ
ぞ
れ
建
設
委
員
会
と
交
通
委
員
会
に
提
出
し
た
。
ま
た
、
銭
昌
照
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
報
告
書
を

中
国
工
程
師
（
技
師
）
学
会
の
学
会
誌
『
工
程
』
に
掲
載
し
た
と
回
顧
し
て
い
る）（（
（

。

　

先
行
研
究
は
上
述
し
た
惲
震
の
回
顧
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
そ
の
実
地
調
査
は
国
防
設
計
委
員
会
が
組
織
し
資
金
を
拠
出
し
た

と
結
論
づ
け
て
い
る）（（
（

。

　

し
か
し
、
国
防
設
計
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
三
二
年
一
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
惲
震
が
実
地
調
査
を
準

備
す
る
段
階
に
お
い
て
、
国
防
設
計
委
員
会
が
正
式
に
か
か
わ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
防
設
計
委
員
会

は
蒋
介
石
が
直
接
指
導
す
る
秘
密
の
機
関
で
あ
り
、
そ
の
設
立
以
前
に
、
銭
昌
照
の
個
人
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
組
織
を
超
え
て
建

設
委
員
会
の
惲
震
に
対
し
て
人
的
、
経
済
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
も
疑
わ
し
い
。
そ
し
て
、
当
事
者
の
銭
昌
照

と
宋
希
尚
も
回
想
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
経
緯
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い）（（
（

。

　

実
際
、
こ
の
実
地
調
査
の
準
備
は
、
国
防
設
計
委
員
会
が
設
立
す
る
以
前
に
、
建
設
委
員
会
が
指
導
す
る
形
で
動
き
出
し
て
い
た
。

『
建
設
委
員
会
公
報
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
二
年
九
月
一
六
日
、
建
設
委
員
会
は
揚
子
江
水
道
整
治
委
員
会
陸
地
測
量
局
に
書
簡
を

送
り
、
長
江
三
峡
一
帯
の
実
地
調
査
へ
の
協
力
を
求
め
た
。
一
七
日
に
は
、
技
師
兼
電
気
指
導
委
員
会
主
任
惲
震
を
電
気
事
業
の
視

察
お
よ
び
関
係
機
関
合
同
の
三
峡
水
力
の
調
査
に
派
遣
し
、
二
四
日
に
山
東
建
設
庁
に
対
し
て
技
師
曹
瑞
芝
を
派
遣
し
、
長
江
三
峡

の
水
力
調
査
に
惲
震
と
同
行
さ
せ
る
よ
う
指
令
を
出
し
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
一
連
の
建
設
委
員
会
の
動
き
が
、
惲
震
が
回
顧
し
た
よ
う
に
、
彼
の
報
告
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
地
調
査
は
少
な
く
と
も
形
式
上
建
設
委
員
会
の
指
揮
で
実
施
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。



97

一九四〇年代における中国三峡ダム開発

第
二
節　

国
民
政
府
資
源
委
員
会
と
電
力
開
発

　

資
源
委
員
会
は
一
九
三
五
年
四
月
一
日
に
、
国
防
設
計
委
員
会
を
改
組
し
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
蒋
介
石
は
引
き
続
き
軍
事
委

員
長
と
し
て
資
源
委
員
会
委
員
長
を
兼
任
し
、
翁
文

と
銭
昌
照
は
そ
れ
ぞ
れ
秘
書
長
と
副
秘
書
長
の
任
に
就
い
た）（（
（

。
翁
文

ら
は
、

後
発
の
中
国
が
先
進
的
な
資
本
主
義
国
家
に
追
い
つ
く
に
は
、
大
規
模
な
投
資
、
と
り
わ
け
工
業
の
基
礎
と
な
る
重
工
業
の
工
場
や

鉱
山
の
建
設
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
同
時
に
、
日
中
関
係
の
悪
化
に
伴
う
戦
争
の
備
え
と
し
て
国
防
工
業
お
よ
び
国
防
物

資
も
自
給
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
民
政
府
は
重
工
業
の
工
場
と
鉱
山
の
建
設
を
通
し
て
、
経
済
を
支
え
る
根
幹

的
な
資
源
の
統
制
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
同
年
一
二
月
、
蒋
介
石
が
国
民
政
府
行
政
院
長
に
着
任
し
、
政
府
機

構
の
改
組
を
行
っ
た
結
果
、
資
源
委
員
会
の
委
員
が
国
民
政
府
の
重
要
な
ポ
ス
ト
を
多
く
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
資
源
委
員
会
の
実

力
を
強
め
た）（（
（

。

　

一
九
三
八
年
三
月
、
資
源
委
員
会
は
軍
事
委
員
会
か
ら
離
脱
し
経
済
部
の
管
轄
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な
『
組
織
条
例
』

を
作
成
し
、
そ
の
職
務
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
第
一
に
、
基
幹
工
業
の
創
設
、
管
理
と
経
営
。
第
二
に
、
重
要
な
鉱
業
の
開
発

と
管
理
。
第
三
に
、
電
力
工
業
の
創
設
と
管
理
で
あ
る
。
こ
の
改
組
に
伴
い
、
建
設
委
員
会
が
管
轄
し
て
い
た
電
力
事
業
は
資
源
委

員
会
に
移
転
さ
れ
た
。
資
源
委
員
会
本
部
に
工
業
処
、
鉱
業
処
と
電
業
処
と
い
う
三
つ
の
専
業
処
が
設
置
さ
れ
た
が
、
電
力
事
業
は

電
力
処
の
管
轄
に
な
っ
た）（（
（

。

　

こ
う
し
て
、
一
九
三
八
年
に
電
力
部
門
の
管
轄
が
資
源
委
員
会
に
移
行
す
る
と
、
三
峡
計
画
は
資
源
委
員
会
主
導
の
も
と
で
進
め

ら
れ
た
。
一
九
四
〇
年
以
降
、
戦
局
が
安
定
化
す
る
な
か
で
、
銃
後
地
域
の
電
力
需
要
が
高
ま
っ
た
。
四
二
年
五
月
、
資
源
委
員
会

電
業
処
が
全
国
水
力
開
発
概
要
を
ま
と
め
、
世
界
的
に
も
著
名
な
米
国
内
務
部
開
拓
局
（Bureau of Reclam

ation

、
中
国
語
：

務
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局
）
設
計
技
師
長
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
ジ
博
士
（D

r. John Lucian Savage

、
中
国
名
：

凡
奇
、
紗
維
基
）
の
現
地
視
察
を
要

請
し
た）（（
（

。
博
士
は
四
三
年
一
二
月
二
八
日
に
資
源
委
員
会
に
書
簡
を
送
り
、
要
請
を
受
け
入
れ
た）（（
（

。

第
三
節　

米
国
人
Ｇ
・
Ｒ
・
パ
ッ
シ
ャ
ル
と
三
峡
ダ
ム
の
立
案

　

終
戦
後
の
復
興
に
備
え
、
国
民
政
府
は
五
か
年
工
業
発
展
計
画
の
制
定
に
着
手
し
た
。
一
九
四
四
年
四
月
、
中
国
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
米
国
人
Ｇ
・
Ｒ
・
パ
ッ
シ
ャ
ル
（G. R. Paschal

、
中
国
名：

柏
斯
哥
ま
た
は
潘
綏
）
が
三
峡
ダ
ム
建
設
を
提
案
し
た
。
彼
は
、

国
民
政
府
に
提
出
し
た
報
告
書
『
利
用
美
貸
款
筹
建
中
国
水
力
発
電
厂
与
清
償
貸
款
弁
法
』
の
な
か
で
、
具
体
的
に
「
約
一
〇
億
米

ド
ル
の
投
資
額
を
米
国
か
ら
融
資
し
、
三
峡
で
水
力
発
電
所
と
化
学
肥
料
工
場
を
建
設
す
る
。
一
〇
五
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
能

力
の
半
分
を
化
学
肥
料
の
生
産
、
半
分
を
中
国
の
工
業
化
に
利
用
す
る
。
米
国
に
毎
年
化
学
肥
料
を
五
〇
〇
万
ト
ン
販
売
し
て
融
資

を
返
済
す
る
」
と
提
案
し
た）（（
（

。

　

化
学
肥
料
の
生
産
と
輸
出
に
よ
っ
て
米
国
か
ら
建
設
資
金
を
確
保
す
る
と
い
う
「
パ
ッ
シ
ャ
ル
計
画
」
は
、
三
峡
ダ
ム
開
発
を
実

現
可
能
な
も
の
に
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ダ
ム
設
計
の
技
術
者
サ
ー
ベ
ジ
博
士
の
三
峡
視
察
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

こ
の
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
計
画
で
あ
っ
た
。
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
所
属
に
つ
い
て
、
主
に
次
の
二
つ
の
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
彼
が
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
代
理
人
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
米
国
戦
時
生
産
局
長
ネ
ル
ソ
ン
（D

onald 

N
elson

、
中
国
名
：
納
尓
遜
）
の
関
係
者
と
す
る
説
で
、
具
体
的
に
は
ネ
ル
ソ
ン
の
助
手
、
随
行
人
員
ま
た
は
そ
の
配
下
の
経
済
学

者
な
ど
の
諸
説
が
あ
る）（（
（

。
も
う
一
つ
の
説
は
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
が
中
国
戦
時
生
産
局
の
専
門
家
ま
た
は
顧
問
と
す
る
も
の
で
あ
る）（（
（

。

　

ネ
ル
ソ
ン
は
、
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
派
遣
で
一
九
四
四
年
九
月
と
一
一
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
中
国
重
慶
を
訪
問
し
、



99

一九四〇年代における中国三峡ダム開発

中
国
戦
時
生
産
局
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
中
国
戦
時
生
産
局
は
一
九
四
四
年
一
一
月
一
六
日
に
正
式
に
設
立
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、

パ
ッ
シ
ャ
ル
計
画
は
、
中
国
戦
時
生
産
局
の
設
立
よ
り
も
数
か
月
早
い
、
同
年
四
月
の
時
点
で
す
で
に
出
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
が
三
峡
計
画
報
告
を
提
出
し
た
時
点
に
お
い
て
、
中
国
戦
時
生
産
局
の
人
間
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
中
国
戦
時
生
産
局
の
設
立
か
ら
四
五
年
八
月
二
七
日
ま
で
の
間
に
米
国
か
ら
四
〇
数
人
の
工
業
専
門
家
が
三
回
に
わ
た
っ
て

中
国
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
ネ
ル
ソ
ン
の
随
行
員
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
専
門
家
の
名
簿
に
も
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
名
前
は
見
あ
た
ら
な
い）（（
（

。

　

米
国
へ
技
術
者
を
引
率
し
た
徐
懐
雲
は
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
を
「
中
国
政
府
に
派
遣
さ
れ
た
米
国
の
経
済
学
者
で
あ
り
専
門
家
顧
問
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
所
属
し
た
組
織
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い）（（
（

。
中
国
第
二
档
案
館
所
蔵
の
三
峡
档
案

資
料
目
録
で
は
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
は
、「
柏
斯
哥
（
米
国
対
外
経
済
局
技
師
）、
潘
綏
（
戦
時
生
産
局
米
国
籍
顧
問
）」
と
な
っ
て
い
る）（（
（

。
柏

斯
哥
と
潘
綏
は
と
も
に
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
中
国
名
で
あ
る
。
実
は
中
国
戦
時
生
産
局
が
設
立
さ
れ
る
以
前
に
、
戦
時
下
の
米
中
経
済
協

力
を
担
う
組
織
と
し
て
米
国
の
対
外
経
済
管
理
局
（Foreign Econom

ic A
ssociation

）
が
重
慶
に
置
か
れ
て
お
り
、
英
文
中
訳
の

違
い
こ
そ
あ
れ
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
は
こ
こ
の
専
門
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
張
光
闘
が
四
七
年
に
発
表
し
た
文
章
で
は
、

パ
ッ
シ
ャ
ル
の
所
属
を
「
生
産
局
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
は
中
国
戦
時
生
産
局
の
設
立
後
に
異
動
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
実
は
、
中
国
戦
時
生
産
局
が
設
立
し
た
後
、
米
中
連
合
生
産
委
員
会
の
ほ
か
に
、
中
国
人
技
術
者
と
米
国
人
技
術
者
で
構
成

す
る
七
つ
の
顧
問
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
電
力
顧
問
委
員
会
も
含
ま
れ
た）（（
（

。
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
移
動
先
が
こ
の
電

力
顧
問
委
員
会
で
あ
れ
ば
、「
戦
時
生
産
局
顧
問
」
の
記
述
も
説
明
が
つ
く）（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
は
、

一
九
四
四
年
四
月
に
三
峡
計
画
報
告
を
提
出
し
た
時
点
で
は
、
中
国
戦
時
生
産
局
の
顧
問
で
も
ネ
ル
ソ
ン
に
伴
っ
て
中
国
に
赴
任
し

た
専
門
家
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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第
四
節　

中
国
版
Ｔ
Ｖ
Ａ
（T

ennessee V
alley A

uthority

）
三
峡
ダ
ム
計
画
の
始
動

１　

サ
ー
ベ
ジ
博
士
の
実
地
調
査
と
「
サ
ー
ベ
ジ
計
画
」
の
完
成

　

一
九
四
四
年
六
月
に
重
慶
に
到
着
し
た
サ
ー
ベ
ジ
博
士
は
、
二
か
月
に
わ
た
っ
て
、
長
江
上
流
の
支
流
を
実
地
調
査
し
た
。
九
月

に
彼
は
三
峡
地
域
の
実
地
調
査
に
赴
い
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
異
な
る
三
つ
の
見
解
が
あ
る
。

　

第
一
の
見
解
は
、「
サ
ー
ベ
ジ
が
中
国
に
来
て
か
ら
、
三
峡
水
力
開
発
に
強
い
興
味
を
示
し
た
」
と
い
う
サ
ー
ベ
ジ
自
身
の
動
機

に
よ
る
も
の
で
あ
る）（（
（

。
第
二
に
、
米
国
政
府
関
係
者
の
勧
め
で
実
現
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ー
ベ
ジ
が
重
慶
滞
在

中
に
、
米
国
駐
華
大
使
館
経
済
参
事
官
か
ら
三
峡
ダ
ム
の
豊
富
な
水
力
資
源
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
、
三
峡
地
域
の
実
地
調
査
を
勧
め

ら
れ
た
。
中
国
政
府
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
資
源
委
員
会
は
宜
昌
市
が
す
で
に
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
て
お
り
、
三
峡
行
き
は
危
険
だ

と
い
う
こ
と
で
同
意
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ー
ベ
ジ
と
米
国
大
使
館
参
事
官
が
強
く
主
張
し
た
た
め
実
現
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
）
（（
（

。
第
三
に
、
そ
れ
は
中
国
政
府
の
要
請
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
月
下
旬
に
、
長
江
支
流
七
大

水
電
工
程
初
歩
報
告
が
完
成
間
近
で
、
残
す
は
製
図
と
清
書
の
み
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ベ
ジ
が
予
定
し
て
い
た
六
か
月
の
滞
在
期
間
中

に
任
務
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
黄
育
賢
が
図
ら
ず
も
翁
文
灝
か
ら
Ｇ
・
Ｒ
・
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
提
案
書

を
受
け
取
っ
た
。
翁
文
灝
が
パ
ッ
シ
ャ
ル
の
提
案
書
を
評
価
し
て
い
て
、
サ
ー
ベ
ジ
な
ら
中
国
政
府
に
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

と
考
え
て
い
た
。
黄
が
そ
の
提
案
書
を
サ
ー
ベ
ジ
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
サ
ー
ベ
ジ
は
新
し
い
お
も
ち
ゃ
を
も
ら
っ
た
と
き
の
子
供
の

よ
う
に
喜
び
、
た
だ
ち
に
三
峡
地
域
の
視
察
を
決
意
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る）（（
（

。

　

実
は
、
サ
ー
ベ
ジ
の
実
地
調
査
に
備
え
て
、
翁
文

は
、
七
月
一
六
日
に
米
国
か
ら
抗
日
戦
争
支
援
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
空
軍

部
隊
「
飛
虎
隊
」
を
率
い
る
ク
レ
ア
・
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ノ
ー
ト
（Claire Lee Chennault

、
中
国
名
：
陳
納
徳
）
に
書
簡
を
出
し
、

宜
昌
か
ら
黄
陵
廟
の
間
に
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
実
地
調
査
と
設
計
を
行
う
こ
と
を
告
げ
た
。
翁
が
参
考
資
料
と
し
て
米
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軍
の
本
地
域
に
お
け
る
空
中
撮
影
写
真
の
借
用
な
い
し
贈
与
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
、
同
月
三
一
日
、
ジ
ェ
ン
ノ
ー
ト
は
該
当
写

真
が
な
い
こ
と
、
入
手
で
き
れ
ば
提
供
す
る
旨
を
返
答
し
て
い
る）（（
（

。

　

翁
文
灝
と
シ
ェ
ン
ノ
ー
ト
が
や
り
取
り
し
た
書
簡
は
、
档
案
資
料
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
サ
ー
ベ
ジ
の
三
峡
視
察
に
関
し

て
、
資
源
委
員
会
は
七
月
一
六
日
の
段
階
で
す
で
に
そ
の
準
備
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
パ
ッ
シ
ャ
ル
計
画
」
は
四
月
に
出
さ
れ
た
が
、
六
月
に
サ
ー
ベ
ジ
が
中
国
に
到
着
し
、
二
か
月
に
わ
た
っ
た
長
江
上
流
の
支
流

を
精
力
的
に
調
査
し
報
告
書
を
作
成
し
て
い
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
サ
ー
ベ
ジ
は
中
国
に
到
着
し
て
か
ら
米
国
大
使
館
経

済
参
事
官
（
そ
の
経
済
参
事
官
が
パ
ッ
シ
ャ
ル
か
ど
う
か
は
不
明
）
か
ら
三
峡
の
水
力
資
源
に
関
す
る
情
報
を
耳
に
し
て
い
た
が
、
同

時
に
、
資
源
委
員
会
か
ら
も
「
パ
ッ
シ
ャ
ル
計
画
」
を
提
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
世
界
に
誇
る
水
力
資
源
を
持
つ
三
峡
地

域
の
視
察
は
サ
ー
ベ
ジ
に
と
っ
て
も
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
火
が
飛
び
交
う
な
か
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
敢
行
し
た

の
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
、
九
月
に
調
査
を
実
施
し
た
サ
ー
ベ
ジ
博
士
は
、
日
本
軍
か
ら
鹵
獲
し
た
三
峡
航
測
地
形
図
を
利
用
し
た）（（
（

。
当
時
宜
昌

は
日
本
軍
の
占
領
下
に
あ
り
、
宜
昌
上
流
に
駐
屯
し
て
い
た
中
国
江
防
前
線
司
令
部
司
令
兼
第
六
戦
区
副
長
官
呉
奇
偉
が
指
示
を
受

け
サ
ー
ベ
ジ
を
護
衛
し
た
が
、
日
中
戦
争
の
前
線
に
接
近
し
て
い
た
た
め
に
、
ア
ク
セ
ス
は
目
的
地
の
一
〇
キ
ロ
上
流
に
留
ま
っ
た
。

　

一
〇
月
九
日
、
サ
ー
ベ
ジ
は
「
サ
ー
ベ
ジ
計
画
」
を
完
成
さ
せ
、
三
峡
の
水
力
は
「
疑
い
な
く
世
界
最
大
の
水
力
資
源
で
あ
る
」

と
認
め
、
翁
文

に
宛
て
た
手
紙
の
な
か
で
、「
揚
子
江
三
峡
計
画
の
初
歩
報
告
は
、
私
の
四
〇
年
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
最

も
快
心
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
従
事
で
き
る
と
は
幸
運
に
恵
ま
れ
た
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
、
三
峡
ダ
ム
建
設
へ
の
熱

意
を
示
し
た）（（
（

。「
サ
ー
ベ
ジ
計
画
」
で
は
、
三
峡
ダ
ム
建
設
予
定
地
は
、
宜
昌
上
流
の
南
津
関
付
近
で
あ
り
、
水
力
発
電
所
は
空
爆

対
策
の
た
め
地
下
に
設
け
、
経
費
の
調
達
は
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
報
告
の
通
り
米
国
か
ら
借
款
し
化
学
肥
料
の
製
造
と
輸
出
に
よ
っ
て
返

済
す
る
と
構
想
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
洪
水
対
策
、
航
道
の
改
善
、
灌
漑
と
観
光
に
よ
る
外
貨
獲
得
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
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れ
て
い
る）（（
（

。
サ
ー
ベ
ジ
は
帰
国
後
、
国
務
省
に
対
し
て
、
水
力
発
電
統
一
管
理
局
の
設
置
を
提
案
し
、
コ
ー
ト
ン（John S. Cotton

、

中
国
名
：
柯
登
）
を
三
峡
ダ
ム
計
画
の
総
括
を
務
め
る
技
師
長
と
し
て
中
国
へ
派
遣
さ
せ
た
。

２　

ネ
ル
ソ
ン
に
寄
せ
た
蒋
介
石
の
信
頼

　

一
方
、
ネ
ル
ソ
ン
は
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
代
理
人
と
し
て
、
一
九
四
四
年
九
月
六
日
か
ら
二
二
日
ま
で
重
慶
を
訪
問
し

た
。
蒋
介
石
は
、
彼
の
到
着
し
た
当
日
、
翌
日
、
一
四
日
、
一
九
日
と
四
回
も
彼
と
顔
を
合
わ
せ
て
お
り
、
一
四
日
と
一
九
日
に
会

談
が
行
わ
れ
た）（（
（

。

　

九
月
一
四
日
の
蒋
介
石
の
日
記
に
、「
こ
の
人
は
し
っ
か
り
し
た
見
解
を
持
っ
て
お
り
、
誠
意
を
も
っ
て
物
事
に
取
り
組
む
。
実

に
尊
敬
に
値
す
る
」
と
ネ
ル
ソ
ン
の
人
間
性
を
称
え
る
文
言
を
並
べ
た
。
続
い
て
、
一
六
日
の
「
先
週
の
反
省
録
」
で
は
、
蒋
介
石

は
「
ネ
ル
ソ
ン
は
我
が
国
の
経
済
建
設
に
熱
心
で
あ
り
、
わ
た
し
を
指
図
す
る
ば
か
り
で
、
建
設
に
ち
っ
と
も
貢
献
し
な
い
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
人
と
は
違
う
。
彼
の
提
案
し
た
計
画
を
実
施
で
き
れ
ば
、
我
が
国
の
建
設
が
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
」

と
ネ
ル
ソ
ン
へ
の
信
頼
と
期
待
を
率
直
に
述
べ
て
い
る）（（
（

。

　

二
人
が
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
話
が
及
ん
だ
の
は
九
月
一
九
日
の
会
談
で
あ
っ
た
が
、
以
下
、
蒋
介
石
と
ネ
ル
ソ
ン
の
会
談
記
録
に

基
づ
い
て
分
析
し
て
み
る）（（
（

。

　

そ
の
日
は
午
前
一
〇
時
か
ら
一
二
時
ま
で
（
蒋
介
石
日
記
で
は
九
時
半
か
ら
と
な
っ
て
い
る
）、
正
午
に
餞
別
会
を
挟
ん
で
、
午
後
は

四
時
か
ら
五
時
半
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
し
た
。
午
前
中
の
会
談
に
お
い
て
、
ネ
ル
ソ
ン
は
中
国
経
済
の
抱
え
る
構
造
問
題
を
指
摘

し
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
蒋
介
石
は
従
来
の
米
国
の
援
助
姿
勢
に
つ
い
て
、「
過
去
の
米
国
の
派
遣
人
員
は
、
軍
と

政
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
製
品
の
改
良
や
生
産
力
の
増
強
を
建
議
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
」
と
苦
言
を
呈
し
た
。
同
時
に
、
蒋
介
石

は
ネ
ル
ソ
ン
に
中
国
経
済
の
再
建
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
。
会
談
の
な
か
で
、
蒋
介
石
の
「
君
に
主
宰
し
て
ほ
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し
い
」
と
の
要
望
に
ネ
ル
ソ
ン
は
即
答
を
避
け
る
が
、
蒋
介
石
は
再
三
に
わ
た
っ
て
要
求
を
繰
り
返
し
た
。
最
後
に
、
蒋
介
石
は

「
わ
た
し
は
、
中
国
経
済
の
全
権
を
無
条
件
で
君
に
託
す
」
と
畳
み
掛
け
、
ネ
ル
ソ
ン
に
頼
み
こ
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
ネ
ル
ソ
ン

は
、
自
分
に
と
っ
て
そ
れ
が
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
大
統
領
の
意
向
に
従
う
と
し
て
、
や
ん
わ
り
と
断
っ
て
い
る
。

　

一
九
日
午
後
の
会
談
は
、
米
中
経
済
協
力
と
三
峡
ダ
ム
計
画
に
話
が
及
ん
だ
。
そ
の
な
か
で
、
ネ
ル
ソ
ン
は
、
サ
ー
ベ
ジ
の
三
峡

ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
、
自
ら
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
第
一
に
、
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
、
三
千
万
ト
ン

級
の
船
が
重
慶
に
直
行
で
き
る
こ
と
、
揚
子
江
の
洪
水
を
防
げ
る
こ
と
、
中
国
中
部
地
域
の
農
田
を
灌
漑
で
き
る
こ
と
と
、
電
力
が

米
国
の
ボ
ー
ル
ダ
ー
ダ
ム
（Bloulder D

am

、
の
ち
に
、
着
工
当
時
の
大
統
領
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
に
ち
な
ん
で
「
フ
ー
バ
ー
ダ

ム
」
と
改
称
さ
れ
た
）
よ
り
も
得
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
第
二
に
、
長
期
借
款
に
よ
る
建
設
費
の
捻
出
と
返
済
方
法
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
返
済
方
法
に
つ
い
て
、
船
の
通
行
税
、
灌
漑
農
田
の
生
産
高
に
応
じ
た
利
得
税
と
電
力
の
売
り
上
げ
の
三
つ
を
挙
げ
た
。
第

三
に
、
実
施
に
際
し
て
指
揮
す
る
組
織
の
在
り
方
は
、
米
国
の
テ
ネ
シ
ー
流
域
管
理
局
（
Ｔ
Ｖ
Ａ
）
を
模
倣
し
て
作
る
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
ネ
ル
ソ
ン
は
中
国
が
私
営
企
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
の
持
論
を
展
開
し
て
、
再
び
三
峡
ダ
ム
の
話
題
に

戻
っ
た
。
ネ
ル
ソ
ン
は
、「
米
国
国
会
に
対
し
て
揚
子
江
ダ
ム
に
五
〇
年
間
の
長
期
借
款
を
与
え
る
よ
う
に
提
案
し
た
い
。
日
本
も

水
力
開
発
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
の
規
模
の
計
画
は
な
い
。
揚
子
江
ダ
ム
が
成
功
す
れ
ば
、
電
力
が
安
く
得
ら
れ
る
」
と
述
べ
た）（（
（

。

　

実
は
、
話
が
こ
こ
に
来
た
と
き
に
、
蒋
介
石
と
そ
り
が
合
わ
な
い
駐
華
米
国
司
令
官
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
将
軍

（Joseph Stilw
ell

、
中
国
名
：
史
迪
威
）
が
登
場
し
、
会
談
が
中
断
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ネ
ル
ソ
ン
の
三
峡
ダ
ム
見
解
に
対
し
て

蒋
介
石
が
い
か
な
る
反
応
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
銭
昌
照
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
彼
と
宋
子
文
が
同
席
す
る
ネ
ル
ソ
ン
の
送
別
会
で
、
蒋
介
石
は
三
峡
計
画
の
意
義
を
唱

え
、
ネ
ル
ソ
ン
に
対
し
て
、「
帰
国
し
た
ら
大
統
領
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
三
峡
ダ
ム
が
完
成
し
た
暁
に
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
ダ
ム
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と
命
名
し
よ
う
」
と
述
べ
、
三
峡
ダ
ム
計
画
に
多
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う）（（
（

。
ま
た
、
張
光
闘
は
、
四
五
年

春
米
国
滞
在
中
に
三
峡
ダ
ム
計
画
に
反
対
す
る
手
紙
を
銭
昌
照
に
出
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
銭
昌
照
が
「
こ
れ
は
最
高
領
導
蒋

委
員
長
の
決
定
で
あ
る
」
と
強
調
し
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
蒋
介
石
は
最
初
の
段
階
か
ら
三
峡
ダ
ム
計
画
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
あ
る
意
味
で
、
そ
れ
は
蒋
介
石
の
ネ
ル
ソ
ン
へ
の
信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

蒋
介
石
の
期
待
通
り
、
ネ
ル
ソ
ン
自
身
も
、
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
「
米
国
政
府
が
力
を
尽
く
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
深

く
信
じ
て
い
る
」
と
打
電
し
三
峡
ダ
ム
を
推
薦
し
た）（（
（

。
同
時
に
、
彼
は
米
国
で
も
戦
後
中
国
の
復
興
に
お
け
る
三
峡
水
力
発
電
計
画

が
、「
中
国
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
」
に
な
る
と
宣
伝
し
、
熱
心
に
支
持
し
た）（（
（

。

３　

三
峡
ダ
ム
計
画
の
始
動

　

こ
う
い
っ
た
蒋
介
石
と
ネ
ル
ソ
ン
の
意
向
を
受
け
て
、
国
民
政
府
が
米
国
と
の
折
衝
を
資
源
委
員
会
に
委
任
し
、
三
峡
計
画
の
実

施
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
一
九
四
五
年
一
月
二
四
日
、
翁
文

、
銭
昌
照
が
資
源
委
員
会
駐
米
事
務
所
代
表
王
守
競
宛
て
に
、

開
拓
局
と
三
峡
技
術
協
力
の
交
渉
に
関
す
る
指
示
を
出
し
た
。
三
月
一
五
日
、
王
守
競
が
開
拓
局
と
の
交
渉
状
況
お
よ
び
意
見
に
つ

い
て
翁
と
銭
に
返
信
し
て
い
る）（（
（

。

　

同
年
五
月
一
〇
日
、
資
源
委
員
会
は
全
国
水
利
委
員
会
、
揚
子
江
水
利
委
員
会
、
中
央
水
利
実
験
処
、
農
林
部
中
央
農
業
試
験
所
、

交
通
部
航
政
司
、
中
央
地
質
調
査
所
な
ど
の
組
織
が
参
加
す
る
三
峡
水
力
発
電
計
画
技
術
研
究
委
員
会
を
設
置
し
た）（（
（

。
こ
の
委
員
会

は
、
銭
昌
照
が
主
任
委
員
、
各
組
織
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
名
の
責
任
者
を
委
員
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
七
月
七
日
、
全
体
的
な
設
計

を
担
当
す
る
全
国
水
力
発
電
工
程
総
処
（
以
下
、
水
電
総
処
）
が
設
置
さ
れ
、
黄
育
賢
が
処
長
、
コ
ー
ト
ン
が
技
師
長
に
任
命
さ
れ

た
）
（（
（

。
同
時
に
、
コ
ー
ト
ン
に
同
行
し
て
米
国
か
ら
帰
国
し
た
張
光
闘
が
コ
ー
ト
ン
技
師
長
の
助
手
と
し
て
任
命
さ
れ
た）（（
（

。
八
月
に
水

電
総
処
の
も
と
に
三
峡
勘
測
隊
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
二
月
、
宜
昌
に
現
地
入
り
し
、
組
織
を
拡
大
さ
せ
て
張
昌
齢
を
処
長
に
迎
え
、
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九
月
一
六
日
ま
で
に
三
峡
勘
測
処
に
昇
格
し
た）（（
（

。

第
五
節　

米
中
戦
後
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
三
峡
ダ
ム

１　

銭
昌
照
と
戦
後
復
興
の
構
想

　

三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
米
中
協
力
体
制
の
構
築
に
お
い
て
、
サ
ー
ベ
ジ
や
ネ
ル
ソ
ン
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
米
国
政
府
と

国
民
政
府
と
の
契
約
締
結
は
抗
日
戦
争
の
終
了
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
米
国
政
府
の
腰
を
重
く
し
た
背
景
に
は
、
中
国

の
内
政
状
況
へ
の
危
惧
と
戦
時
下
に
あ
る
自
国
の
厳
し
い
国
内
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
米
国
政
府
は
、
三
峡
ダ
ム
が
莫
大

な
投
資
が
必
要
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
規
模
は
中
国
の
電
力
需
要
を
超
え
て
お
り
、
工
業
が
発
達
し
て
い
な
い
現
時
点
で

の
技
術
協
力
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た）（（
（

。
同
時
に
、
戦
時
下
の
米
国
政
府
自
身
も
、
大
量
の
技
術
者
を
必
要
と
し
て

お
り
、
戦
費
の
支
出
も
莫
大
で
あ
っ
た
た
め
、
巨
大
な
投
資
額
と
大
量
の
人
員
を
費
や
し
て
中
国
の
三
峡
開
発
に
協
力
す
る
余
力
は

な
か
っ
た
。
加
え
て
、
米
国
政
府
は
中
国
協
力
に
対
す
る
議
会
の
批
判
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た）（（
（

。
し
か
し
、
第
二

次
世
界
戦
争
後
、
戦
後
復
興
を
視
野
に
入
れ
た
米
国
は
、
三
峡
開
発
に
意
欲
を
見
せ
は
じ
め
た
。

　

一
方
、
資
源
委
員
会
も
銭
昌
照
の
統
率
の
も
と
で
、
抗
日
戦
争
後
の
経
済
復
興
を
急
が
せ
た
。
銭
昌
照
は
従
来
の
資
源
委
員
会
の

会
訓
「
公
、
誠
、
拼
」
に
加
え
、「
大
、
快
、
早
」
を
提
起
し
た
。
銭
昌
照
は
、
具
体
的
に
「
大
、
快
、
早
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。「
大
」
に
つ
い
て
は
、「
我
が
国
の
過
去
の
建
設
は
零
細
す
ぎ
た
。
今
後
は
大
規
模
な
開
発
で
新
中
国
を
建
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雄
大
な
計
画
な
し
に
繁
栄
は
な
い
」。「
快
」
に
つ
い
て
は
、「
我
々
の
過
去
の
建
設
は
遅
す
ぎ
た
。
環
境
が

良
く
な
か
っ
た
の
も
事
実
だ
が
、
責
任
を
負
う
の
を
嫌
い
、
か
つ
事
な
か
れ
主
義
も
一
つ
の
極
め
て
重
要
な
原
因
で
あ
る
。
今
後
経

済
建
設
を
担
う
者
は
必
ず
責
任
を
も
っ
て
引
き
受
け
、
勇
往
邁
進
し
、
経
済
建
設
の
過
程
の
中
で
失
敗
が
あ
っ
て
も
政
府
と
社
会
が
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そ
れ
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
早
」
に
つ
い
て
は
、「
我
々
の
過
去
の
建
設
は
決
断
が
遅
く
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
今
後
、
建
設
は
必
ず
大
胆
に
試
み
る
こ
と
。
完
全
無
欠
で
申
し
分
の
な
い
環
境
は
あ
り
え
な
い
の
だ
か
ら
、
六
、
七
割
の

勝
率
が
見
込
め
れ
ば
決
行
す
る
」。
銭
昌
照
は
「『
大
、
快
、
早
』
を
着
実
に
実
行
で
き
れ
ば
、
五
年
か
ら
一
〇
年
の
う
ち
に
我
が
国

の
経
済
は
光
り
輝
く
新
し
い
局
面
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
展
望
し
た）（（
（

。

２　

三
峡
ダ
ム
技
術
者
の
渡
米

　

米
中
両
国
に
と
っ
て
、
三
峡
計
画
は
、
戦
後
復
興
に
恰
好
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
日
、
資
源
委
員

会
が
開
拓
局
と
『
三
峡
開
発
工
程
設
計
合
約
』
を
結
び
、
一
一
月
下
旬
、
米
国
政
府
と
『
開
発
三
峡
合
約
』
を
締
結
し
た）（（
（

。
三
峡
計

画
の
資
金
を
求
め
て
、
銭
昌
照
と
国
民
政
府
行
政
院
長
宋
子
文
が
訪
米
し
、
米
国
政
府
か
ら
年
利
二
・
五
厘
（
元
金
の
一
〇
〇
分
の

二
・
五
）、
総
額
三
〇
億
ド
ル
の
貸
付
け
を
取
り
付
け
た）（（
（

。

　

三
峡
計
画
の
設
計
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
銭
昌
照
が
再
度
サ
ー
ベ
ジ
博
士
の
訪
中
を
要
請
し
た）（（
（

。
そ
れ
を
受
け
て
、

サ
ー
ベ
ジ
は
四
六
年
三
月
二
六
日
に
重
慶
に
到
着
し
、
四
月
二
一
日
に
米
国
軍
用
機
で
帰
国
す
る
ま
で
の
約
一
か
月
の
間
に
黄
育
賢

同
行
の
も
と
精
力
的
に
三
峡
地
域
を
視
察
し
た
。
ま
た
南
京
で
は
、
彼
は
銭
昌
照
、
陳
中
熙
（
電
業
処
処
長
）
と
黄
育
賢
の
間
で
、

三
峡
計
画
の
設
計
や
予
算
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た）（（
（

。
具
体
的
に
は
、
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
試
錐
と
航
空
測
量
の
実
施
計
画
、
中
国

人
技
術
者
を
米
国
に
派
遣
し
て
養
成
す
る
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
交
渉
が
な
さ
れ
た
。
続
い
て
水
電
総
処
が
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の

試
錐
と
航
空
測
量
の
撮
影
に
つ
い
て
、
米
国
の
二
つ
の
会
社
と
そ
れ
ぞ
れ
契
約
し
た
。

　
『
三
峡
開
発
工
程
設
計
合
約
』
に
従
い
、
国
民
政
府
は
、
技
術
者
を
米
国
に
派
遣
し
設
計
に
参
加
す
る
運
び
に
な
っ
て
い
た
。
資

源
委
員
会
は
、
米
国
に
研
修
中
の
灌
漑
、
洪
水
対
策
、
航
路
の
改
善
お
よ
び
砂
堆
積
な
ど
の
技
術
者
を
派
遣
し
、
同
時
に
、
全
国
水

利
委
員
会
、
中
央
水
工
実
験
処
、
中
央
農
業
実
験
処
、
地
質
調
査
所
お
よ
び
交
通
部
な
ど
の
関
連
機
関
に
対
し
て
二
人
ず
つ
研
究
者
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を
派
遣
す
る
よ
う
に
求
め
た）（（
（

。

　

銭
昌
照
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、
開
拓

局
で
の
三
峡
開
発
研
究
は
一
九
四
六
年
六
月
一

日
に
正
式
に
開
始
す
る
と
答
え
て
い
た）（（
（

。
実
際
、

中
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
が
続
々
と
米
国

コ
ロ
ラ
ー
ド
州
デ
ン
バ
ー
に
あ
る
開
拓
局
本
部

に
到
着
し
た
の
は
六
月
半
ば
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

米
国
に
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
の
数
に
つ
い
て
も
、

〈
図
表
：
米
国
に
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
数
に
つ

い
て
〉
で
示
し
た
よ
う
に
、
国
民
政
府
時
代
か

ら
今
日
に
わ
た
っ
て
、
多
種
多
様
な
数
字
が
、

当
事
者
と
研
究
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
そ
れ
ら
の
数
字
を
踏
ま
え
、
入
手
し
た

当
時
の
名
簿
（List of Chinese Engineers 

W
ho W

orked on Y
angtze Gorges Project

）

を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
結
論
に
た
ど
り
着
い

た
）
（（
（

。
つ
ま
り
、
四
六
年
六
月
一
九
日
に
最
初
の

四
人
が
開
拓
局
に
到
着
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

四
七
年
八
月
一
五
日
を
も
っ
て
引
き
揚
げ
る
ま

〈図表：米国に派遣された技術者数について〉

人数 著者（所属） 発表時期 ページ
30 名余り 張光闘（コートン技師長助理、のち技師長） 2001 年 ｐ 34
42 名 国民党行政院新聞局 1947 年 9 月 張鉄錚文選ｐ 34
43 名 震（資源委員会駐米弁事処代表） 1946 年 11 月 16 日 ｐ 203
40 名余り John S. Cotton（全国水力発電工程総処総

工程師）
1947 年 ｐ 13

54 名 黄山佐（長弁『長江志』総編室） 1985 年 ｐ 32
洪慶余（長弁高級工程師） 1987 年 ｐ 4

『中国三峡建設年鑑』 1994 年 ｐ 262
震 1997 年 ｐ 28

閔江月 1997 年 ｐ 6
薛毅（学者） 2005 年 ｐ 240
国務院三峡工程建設委員会弁公室 2013 年 ＨＰ

約 50 名 銭昌照（資源委員会副主任委員、主任委員） 2000 年 ｐ 82
50 名余り 張維 （学者） 2009 年 ｐ 153
56 名 王華庄（派遣技術者王伊復の娘） 1997 年 夢集ｐ 90
60 名 翁文 （資源委員会主任） 1947 年 6 月 16 日 ｐ 86
64 名 薛毅（学者） 2004 年 ｐ 47
60 名余り 魏廷琤（元林一山秘書、長江流域弁公室主

任）
2011 年 ｐ 5

70 名余り 徐懐雲（米国派遣技術者引率） 1997 年 ｐ 114
筆者が本稿の注釈で使用した資料を中心に整理し作成した。



108

法学研究 89 巻 3 号（2016：3）

で
の
間
に
、
中
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
と
米
国
現
地
か
ら
合
流
し
た
技
術
者
は
、
引
率
の
責
任
者
徐
懐
雲
と
副
責
任
者
楊
国
華

を
含
め
五
四
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
、
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
自
費
で
参
加
し
た
技
術
者
が
一
名
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
米
国

国
籍
の
華
人
が
二
人
参
加
し
た
た
め
、
彼
ら
を
入
れ
る
と
、
開
拓
局
に
到
着
し
た
技
術
者
は
総
勢
五
六
名
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の

自
費
で
参
加
し
た
技
術
者
は
デ
ン
バ
ー
に
到
着
後
に
す
ぐ
退
去
し
た
た
め
、
実
際
に
デ
ン
バ
ー
で
三
峡
計
画
の
研
究
に
従
事
し
た
の

は
五
五
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
資
源
委
員
会
が
そ
の
後
一
九
名
の
追
加
参
加
を
決
定
し
た
が
、
彼
ら
は
デ
ン
バ
ー
に

赴
任
し
な
か
っ
た
。
そ
の
一
九
人
も
含
む
と
七
五
名
に
な
る）（（
（

。

第
六
節　

国
民
政
府
の
財
政
疲
弊
に
よ
る
頓
挫

１　

在
米
三
峡
ダ
ム
技
術
者
の
引
揚
げ

　

一
九
四
七
年
四
月
の
段
階
で
、
主
要
な
設
計
図
お
よ
び
施
工
規
範
は
四
八
年
末
に
完
成
す
る
見
通
し
で
あ
っ
た）（（
（

。
し
か
し
、
三
峡

計
画
に
関
す
る
契
約
の
暫
時
的
停
止
を
指
示
す
る
電
報
が
、
四
七
年
五
月
九
日
二
三
時
二
五
分
の
南
京
時
間
に
発
せ
ら
れ
、
デ
ン

バ
ー
時
間
の
同
日
一
六
時
三
〇
分
に
徐
懐
雲
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た）（（
（

。

　

銭
昌
照
は
、「
私
が
四
七
年
四
月
二
七
日
に
辞
職
す
る
と
、
行
政
院
が
五
月
一
〇
日
に
直
ち
に
停
止
の
命
令
を
下
し
た
」
と
回
顧

し
、
遺
憾
の
念
を
滲
ま
せ
た）（（
（

。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
行
政
院
の
決
定
が
出
さ
れ
る
前
の
段
階
、
つ
ま
り
銭
昌
照
が
資
源
委

員
会
主
任
委
員
の
座
に
い
た
時
点
で
、
資
源
委
員
会
内
部
で
は
三
峡
計
画
の
解
約
が
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
た
。

　

四
七
年
の
春
ご
ろ
に
は
中
国
国
内
の
経
済
情
勢
が
悪
化
し
、
資
源
委
員
会
で
は
外
貨
貯
蓄
の
不
足
に
よ
り
海
外
で
の
研
究
費
用
を

賄
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
徐
懐
雲
は
、
彼
の
水
電
総
処
所
属
の
友
人
か
ら
、
経
費
不
足
に
よ
る
三
峡
計
画
停
止
の
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
、
案
の
定
、
三
月
中
旬
に
な
る
と
、
資
源
委
員
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
代
表
処
か
ら
の
非
公
式
通
知
が
き
た
。
そ
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れ
は
、
三
峡
経
費
の
残
金
が
わ
ず
か
六
〇
〇
〇
ド
ル
余
り
で
、
デ
ン
バ
ー
の
技
術
者
の
一
か
月
の
生
活
費
も
賄
え
な
い
と
し
て
、
徐

懐
雲
に
直
ち
に
開
拓
局
と
の
契
約
暫
時
停
止
の
準
備
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
た
徐
懐
雲
は
、
開
拓
局
に
仮
払
い

し
た
経
費
を
利
用
す
れ
ば
、
一
〇
月
ま
で
の
七
か
月
間
の
あ
ら
ゆ
る
費
用
を
賄
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
期
間
中
に
研
究
成
果
を
ま
と

め
ら
れ
る
と
し
て
、
水
電
総
処
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
代
表
処
に
指
示
を
仰
い
だ）（（
（

。

　

実
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
四
七
年
二
月
二
六
日
、
三
月
五
日
お
よ
び
三
月
一
二
日
に
開
か
れ
た
第
一
六
回
か
ら
第
一
八
回
の
資
源
委

員
会
の
業
務
会
議
に
お
い
て
、「
三
峡
計
画
の
設
計
お
よ
び
実
地
調
査
の
継
続
に
関
す
る
決
定
を
主
席
（
蒋
介
石
―
筆
者
注
）
に
委
ね

る
こ
と
」
を
決
定
し
た）（（
（

。
議
事
録
の
表
記
上
、
い
ず
れ
の
会
議
で
そ
れ
が
決
定
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
棚

上
げ
は
、
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
資
源
委
員
会
内
で
議
論
さ
れ
、
そ
の
決
定
が
蒋
介
石
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
同
年
五
月
六
日
に
開
か
れ
た
第
二
五
回
資
源
委
員
会
業
務
会
議
の
議
決
案
と
し
て
、「
三
峡
工
程
設
計
作
業
は
、
命
令

を
受
け
て
暫
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
、
電
力
組
が
打
ち
切
り
作
業
の
具
体
的
な
方
法
を
作
成
す
る
こ
と
」
が
出
さ
れ
た）（（
（

。
こ
れ
は
四

月
二
七
日
の
銭
昌
照
の
辞
職
を
受
け
て
の
動
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
蒋
介
石
が
棚
上
げ
に
同
意
し
た
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

同
年
五
月
二
七
日
に
、
銭
昌
照
の
後
任
で
あ
る
資
源
委
員
会
主
任
翁
文

が
、
国
民
参
政
会
第
一
三
回
会
議
で
行
っ
た
報
告
の
な

か
で
、
棚
上
げ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
つ
ま
り
、「（
三
峡
計
画
は
）、
膨
大
な
金
額
の
米
ド
ル
を
必
要
と
す
る
が
、
現
在

政
府
に
は
外
貨
が
不
足
し
て
お
り
、
資
金
の
提
供
が
困
難
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
経
費
は
、
閘
門
の

建
設
が
一
三
億
ド
ル
、
ま
た
、
送
電
網
の
整
備
や
電
力
を
消
費
す
る
工
場
の
建
設
が
三
〇
〜
四
〇
億
米
ド
ル
を
超
す
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ほ
ど
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
は
目
下
想
像
が
つ
か
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
外
貨
を
節
約
す
る
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
調
査
と
研
究
の
作
業
を
暫
時
的
に
停
止
し
、
将
来
の
再
開
を
待
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た）（（
（

。
同
年
八
月
ま
で
に
、
米
国

よ
り
三
峡
開
発
の
設
計
に
参
加
し
た
技
術
者
が
帰
国
し
、
翌
年
四
八
年
二
月
に
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
米
国
人
技
術
者
も
南
京
を
離



110

法学研究 89 巻 3 号（2016：3）

れ
、
上
海
を
経
由
し
て
帰
路
に
つ
い
た）（（
（

。

２　

将
来
に
託
さ
れ
た
三
峡
ダ
ム

　

順
調
に
進
め
ら
れ
た
三
峡
計
画
の
研
究
は
、
経
費
不
足
に
よ
っ
て
続
行
が
不
可
能
に
な
っ
た）（（
（

。
資
源
委
員
会
は
、「
将
来
設
計
を

再
開
す
る
際
に
根
拠
と
な
る
確
実
で
十
分
な
資
料
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
認
識
し
、
三
峡
勘
測
処
を
弁
事
処
に
改
め
、
資
産
管
理
や

資
料
整
理
な
ど
を
指
示
し
た）（（
（

。

　

張
光
闘
は
「
三
峡
勘
測
計
画
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
停
止
で
は
な
い
」
と
、
三
峡
ダ
ム
計
画
が
棚
上
げ
さ
れ

た
直
後
に
述
べ
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、
張
昌
齢
も
「
わ
た
し
は
そ
れ
が
夢
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
た
く
な
い
。
理
想
の
天
国
は
必
ず
地
上
に

実
現
す
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
内
戦
終
結
後
に
三
峡
計
画
の
再
始
動
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
国
民
党
が
政
権
を
失
っ
た
。
大
陸
か
ら
台
湾
に
撤
退
す
る
な
か
で
、
資
源
委
員
会
は
副
委
員
長
孫
越
崎
の
統
率

の
も
と
で
委
員
会
内
の
共
産
党
地
下
党
員
と
協
力
し
、
蒋
介
石
の
命
令
に
抵
抗
し
て
そ
の
資
産
と
人
員
を
大
陸
に
留
ま
ら
せ
た
。
三

峡
ダ
ム
に
関
す
る
計
画
報
告
や
設
計
図
な
ど
の
関
連
資
料
は
共
産
党
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
が
水
利
部
の
下
部
組

織
で
あ
る
長
江
水
利
委
員
会
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た）（（
（

。

　

水
電
総
処
の
処
長
黄
育
賢
と
大
半
の
技
術
者
が
、
の
ち
に
燃
料
工
業
部
の
水
力
発
電
工
程
局
に
異
動
し
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
三
峡

ダ
ム
の
資
料
の
一
部
が
北
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
契
機
に
、
米
国
帝
国
主
義
の
中
国
に
対
す

る
経
済
侵
略
に
協
力
し
た
と
自
己
批
判
を
行
い
、
三
峡
ダ
ム
研
究
を
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
の
認
識
を
示
し
、
三
峡
ダ
ム
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
た）（（
（

。
一
方
、
長
江
水
利
委
員
会
に
吸
収
さ
れ
た
技
術
者
は
、
三
峡
ダ
ム
推
進
派
で
あ
る
主
任
林
一
山
の
も
と
で
三
峡

ダ
ム
計
画
を
推
進
し
た
。

　

共
産
党
政
権
下
で
民
国
期
の
研
究
成
果
が
い
か
に
生
か
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る）（（
（

。
し
か
し
、
民
国
期
の
研
究
蓄
積
が
な
け
れ
ば
、
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一
九
五
三
年
に
毛
沢
東
の
示
唆
を
受
け
た
林
一
山
が
、
直
ち
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、

銭
昌
照
が
回
顧
し
た
よ
う
に
、
周
恩
来
も
毛
沢
東
も
、
三
峡
ダ
ム
は
共
産
党
政
権
下
で
も
必
ず
建
設
す
る
と
語
っ
て
い
た）（（
（

。
蒋
介
石

が
達
成
し
え
な
か
っ
た
課
題
を
遂
行
し
よ
う
と
い
う
共
産
党
人
の
心
意
気
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
三
峡
ダ
ム
開
発
の

再
起
動
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

お
わ
り
に

　

ま
ず
、
三
峡
ダ
ム
開
発
の
政
策
過
程
を
め
ぐ
る
従
来
の
記
述
の
混
乱
を
整
理
し
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
は
、
中
国

人
に
よ
る
初
め
て
の
三
峡
地
域
の
実
地
調
査
は
、
国
家
建
設
委
員
会
の
指
導
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
。
第
二
は
、
Ｇ
・
Ｒ
・
パ
ッ
シ
ャ

ル
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
提
案
し
た
時
点
に
お
い
て
、
ネ
ル
ソ
ン
の
関
係
者
で
も
中
国
戦
時
生
産
局
の
人
間
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
、

戦
時
下
の
米
中
経
済
協
力
を
担
う
米
国
の
対
外
経
済
管
理
局
の
専
門
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
第
三
は
、
米
国
開
拓
局
で
研
究

し
た
技
術
者
の
数
。
第
四
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
進
行
と
と
も
に
昇
進
し
た
張
光
闘
の
キ
ャ
リ
ア
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
な
ど
で

あ
る
。

　

三
峡
ダ
ム
開
発
は
、
銭
昌
照
の
率
い
る
国
家
資
源
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
米
中
間
で
進
め
ら
れ
、
内
戦
の
混
乱
で
棚
上
げ
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
蒋
介
石
は
一
貫
し
て
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
パ
ッ
シ
ャ
ル
、
サ
ー

ベ
ジ
、
ネ
ル
ソ
ン
な
ど
の
米
国
人
が
中
国
の
戦
後
復
興
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
米
国
開
拓
局
で
の
中
国
人
技
術

者
の
養
成
な
ど
、
四
〇
年
代
に
米
中
間
で
経
済
や
技
術
協
力
が
行
わ
れ
た
一
側
面
を
解
明
し
た
。

　

米
国
政
府
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
三
峡
ダ
ム
開
発
が
動
き
出
し
た
時
点
の
張
光
闘
の
反
対
理
由
、
共
産
党
政
権
下
で
の
黄
育
賢
ら

関
係
者
の
自
己
批
判
、
そ
し
て
今
日
の
研
究
者
の
指
摘
に
至
る
ま
で
共
通
し
た
認
識
が
あ
る）（（
（

。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
米
国
が
三
峡
ダ
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ム
開
発
に
協
力
す
る
目
的
に
、
中
国
の
資
源
や
経
済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
自
ら
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
権
益
の
確
保
と
「
親
米
」

勢
力
拡
大
の
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
革
命
史
観
」
的
な
考
え
方
ま
た
は
中
国
語
資

料
の
み
で
、
そ
う
断
じ
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ネ
ル
ソ
ン
は
蒋
介
石
に
対
し
て
、「
わ
た
し
は
中
国
が
自
助
で
き
る
こ

と
を
望
む
。
米
国
は
中
国
に
対
し
て
下
心
を
持
た
ず
、
中
国
の
自
助
を
望
む
の
み
で
あ
る
」、
ま
た
、「
ア
ジ
ア
の
平
和
に
、
強
大
で

か
つ
ア
ジ
ア
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
取
れ
る
中
国
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
米
国
は
力
を
貸
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

語
っ
て
い
る）（（
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
米
国
政
府
の
か
か
わ
り
や
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
米
国
政
府
の
ア
ー
カ
イ
ブ
や
大
統
領

の
回
顧
な
ど
英
文
資
料
を
用
い
た
上
で
、
中
国
語
の
資
料
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
論

じ
る
こ
と
を
留
保
し
、
次
の
課
題
に
し
た
い
。

〈
謝
辞
〉

　

本
研
究
は
、
慶
應
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
の
助
成
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
引
用
し
た
『
蒋
介
石
日
記
』
は
本
塾
商
学
部
教
授
段
瑞
聡
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）　

た
と
え
ば
、
本
稿
の
注
釈
に
挙
げ
た
閔
江
月
や
張
維

の
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）　

張
維

、
斉
亮
「
中
美
合
作
開
発
三
峡
的
構
想
与
実
践
―
以
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
的
合
作
為
背
景
」『

南
学
報
』
九
九
頁
、

二
〇
〇
五
年
第
二
期
。

（
３
）　
『
孫
中
山
全
集
』
第
六
巻
、
三
〇
〇
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
。

（
４
）　
『
孫
中
山
選
集
』
八
五
二
頁
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。

（
５
）　
「
二
〇
年
代
英
人
波

尔
（Sidenty J. Pow

ell

）
開
浚
長
江
三
峡
之
計
画
」『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
二
〇
〇
一
年
』
三
八
二
頁
、
中

国
三
峡
建
設
年
鑑
社
、
二
〇
〇
一
年
（
原
文
「
漢

尔
」
の
「
漢
」
は
誤
字
と
思
わ
れ
る
）。

（
６
）　

徐
慶
余
「
三
峡
工
程
前
期
工
作
回
顧
」『
中
国
科
技
史
料
』
第
八
巻
、
四
頁
、
一
九
八
七
年
第
三
期
。
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（
７
）　

資
委
会
全
国
発
電
工
程
総
処
技
師
長
柯
登
（John S. Cotton

）
先
生
講
演
（
張
光
闘
訳
、
朱
書
麟
記
録
）「
揚
子
江
三
峡
水
力
発
電

計
画
」『
台
湾
工
程
界
』
一
三
頁
、
一
九
四
七
年
第
一
期
。

（
８
）　

国
民
政
府
建
設
委
員
会
は
一
九
二
八
年
二
月
か
ら
三
八
年
一
月
ま
で
存
在
し
た
。
資
源
委
員
会
は
三
五
年
四
月
に
国
防
設
計
委
員
会

か
ら
改
造
さ
れ
、
三
八
年
三
月
に
軍
事
委
員
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
経
済
部
の
下
部
組
織
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
建
設
委
員
会
が
所
管
し

た
電
力
関
連
の
業
務
と
人
員
は
資
源
委
員
会
に
移
転
さ
れ
た
。Edited by W

illiam
 C. K

irby, M
an-H

oung Lin, Jam
es Chin 

Shih, and D
avid A

. Pietz, State and E
conom

y in R
epublican China: A

 handbook for scholars, V
ol. 1, p.62, H

arvard 
U

niversity Press, 2000.

『
銭
昌
照
回
顧
録
』
五
二
〜
五
三
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。
本
書
は
、「
銭
昌
照
大
事
年
表
」

が
追
加
さ
れ
二
〇
一
〇
年
に
東
方
出
版
社
か
ら
再
版
さ
れ
て
い
る
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
三
二
年
の
時
点
で
資
源
委
員
会
は
存
在
せ
ず
、
電
力
部
門
を
所
管
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
一
九
三
二
年
一
〇
月
国

民
党
政
府
資
源
委
員
会
が
長
江
上
流
水
力
発
電
勘
測
隊
を
組
織
し
た
」
と
す
る
下
記
文
献
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
二
〇

世
紀
四
〇
年
代
的
国
民
党
政
府
為
三
峡
工
程
做
過
哪
些
工
作
？　

当
時
著
名
的
〝

凡
奇
計
画
〟
是
怎
么
回
事
？
」
国
務
院
三
峡
工
程
建

設
委
員
会
弁
公
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
七
日
ア
ク
セ
ス
。

（
９
）　
「
電
力
電
工
専
家
惲
震
自
述
（
一
）」『
中
国
科
技
史
料
』
一
九
四
〜
一
九
六
頁
、
二
〇
〇
〇
年
第
二
一
巻
第
三
期
。

（
10
）　

実
は
ス
ト
ロ
ー
ブ
の
参
加
は
米
国
技
術
者
と
三
峡
ダ
ム
と
の
初
め
て
の
か
か
わ
り
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
三
峡
工
程
歴
史

回
顧
一
九
一
九
〜
一
九
九
二
」『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
二
六
一
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。
ま
た
は
、
魏
廷
琤

「
美
国
参
与
三
峡
工
程
始
末
」『
百
年
潮
』
四
頁
、
二
〇
一
一
年
第
四
期
。

（
11
）　

前
掲
、「
電
力
電
工
専
家
惲
震
自
述
（
一
）」『
中
国
科
技
史
料
』
一
九
五
頁
。

（
12
）　

張
光
闘
「
揚
子
江
三
峡
水
力
発
電
計
画
筹
備
経
過
」『
動
力
工
程
』
五
九
頁
、
一
九
四
七
年
第
一
巻
第
二
期
。
ま
た
は
、
黄
山
佐

「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力
開
発
」『
中
国
水
利
』
三
二
頁
、
一
九
八
五
年
第
四
期
。

（
13
）　

前
掲
、「
電
力
電
工
専
家
惲
震
自
述
（
一
）」『
中
国
科
技
史
料
』
一
九
六
頁
。

（
14
）　

薛
毅
「
二
〇
世
紀
上
半
期
長
江
三
峡
開
発
略
論
」『
湖
北
社
会
科
学
』
四
六
頁
、
二
〇
〇
四
年
第
一
二
期
。

京
田
「
民
国
時
期
長

江
三
峡
開
発
研
究
論
綱
」
武
漢
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
。
薛
毅
「
民
国
時
期
首
次
科
学
勘
測
長
江
三
峡
略
論
」『
武
漢
大
学
学
報
』

四
六
五
頁
、
二
〇
〇
六
年
第
四
期
。
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（
15
）　

宋
希
尚
「
実
業
計
画
中
長
江
三
大
問
題
之
研
討
（
Ｃ
）」
中
華
民
国
各
界
紀
念
国
父
百
年
誕
辰
筹
備
委
員
会
学
術
論
著
編
纂
委
員
会

編
『
国
父
百
年
誕
辰
紀
念
論
文
集
』
五
八
〜
五
九
頁
、
第
四
冊
、
台
北
：
上
海
印
刷
厂
、
一
九
六
五
年
。
出
所
：
同
上
、
薛
毅
「
二
〇
世

紀
上
半
期
長
江
三
峡
開
発
略
論
」『
湖
北
社
会
科
学
』
四
五
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
一
〜
八
三
頁
。

（
16
）　

張
維

著
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
与
美
国
的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
二
七
〜
一
二
八
頁
、
人
民
出
版
社
、
二

〇
〇
九
年
。

（
17
）　

鄭
友
揆
・
程
麟

・
張
伝
洪
著
『
旧
中
国
的
資
源
委
員
会
（
一
九
二
三
〜
一
九
四
九
）
―
史
実
与
評
価
』
一
八
頁
、
上
海
社
会
科
学

院
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
18
）　

同
右
、
鄭
友
揆
、
程
麟

、
張
伝
洪
著
『
旧
中
国
的
資
源
委
員
会
（
一
九
二
三
〜
一
九
四
九
）
―
史
実
与
評
価
』
二
三
頁
。

（
19
）　

前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
五
二
〜
五
三
頁
。

（
20
）　

張
光
闘
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
彼
は
米
国
滞
在
中
に
サ
ー
ベ
ジ
の
イ
ン
ド
訪
問
を
知
り
、
銭
昌
照
に
サ
ー
ベ
ジ
を
国
民
政
府
資
源
委
員

会
の
名
義
で
中
国
に
招
聘
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
銭
昌
照
が
そ
れ
に
同
意
し
た
。
張
光
闘
は
一
九
三
七
年
に
サ
ー
ベ
ジ
に
会
っ
て
以
来
六

年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
一
九
四
三
年
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
張
光
闘
著
『
我
的
人
生

之
路
』
二
九
頁
、
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
21
）　

閔
江
月
「

凡
奇
考
察
長
江
三
峡
前
後
」『
湖
北
文
史
資
料
』
六
頁
、
一
九
九
七
年
Ｓ
１
期
。
同
論
文
は
下
記
の
書
籍
に
も
所
収
さ

れ
て
い
る
。
湖
北
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
編
『
三
峡
文
史
博
覧
』
五
〜
一
七
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、

一
九
九
七
年
。

（
22
）　

前
掲
、
張
光
闘
「
揚
子
江
三
峡
水
力
発
電
計
画
筹
備
経
過
」『
動
力
工
程
』
五
九
頁
。
前
掲
、
黄
山
佐
「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力

開
発
」『
中
国
水
利
』
三
二
頁
。
惲
震
「
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
訂
約
設
計
三
峡
水
電
工
程
」『
湖
北
文
史
資
料
』
二
八
頁
、
一
九
九

七
年
Ｓ
１
期
。
長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
一
六
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
薛
毅
著
『
国
民

政
府
資
源
委
員
会
研
究
』
二
三
二
〜
二
三
三
頁
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
23
）　

同
右
、
惲
震
「
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
訂
約
設
計
三
峡
水
電
工
程
」『
湖
北
文
史
資
料
』
二
八
頁
。
前
掲
、
張
維

著
『
国
民

政
府
資
源
委
員
会
与
美
国
的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
三
一
頁
。
前
掲
、
張
維

・
斉
亮
「
中
美
合
作
開
発
三
峡
的
構

想
与
実
践
―
以
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
的
合
作
為
背
景
」『

南
学
報
』
一
〇
〇
頁
。



115

一九四〇年代における中国三峡ダム開発

（
24
）　

前
掲
、
張
光
闘
「
揚
子
江
三
峡
水
力
発
電
計
画
筹
備
経
過
」『
動
力
工
程
』
五
九
頁
。
前
掲
、
黄
山
佐
「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力

開
発
」『
中
国
水
利
』
三
二
頁
。
前
掲
、
徐
慶
余
「
三
峡
工
程
前
期
工
作
回
顧
」『
中
国
科
技
史
料
』
第
八
巻
、
四
頁
。
楊
賢
溢
「
解
放
前

三
峡
工
程
勘
測
設
計
回
憶
」『
湖
北
文
史
資
料
』
二
五
頁
、
一
九
九
七
年
Ｓ
１
期
。
前
掲
、
長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究

概
論
』
一
六
頁
。
成
綬
台
「
懐
念
您
啊
！　

凡
奇
博
士
」『
中
国
三
峡
建
設
』
一
六
頁
、
一
九
九
七
年
第
二
期
。
前
掲
、
魏
廷
琤
「
美

国
参
与
三
峡
工
程
始
末
」『
百
年
潮
』
四
頁
。
ま
た
は
、W

illiam
 C. Jones and M

arsha Freem
an, T

hree G
orges D

am
: T

he 
T

V
A

 on T
he Y

angtze R
iver, http://w

w
w

.21stcenturysciencetech.com
/articles/T

hree_Gorges.htm
l

。

（
25
）　

張
国
鏞
「
関
於
中
国
戦
時
生
産
局
的
幾
個
問
題
」『
近
代
史
研
究
』
一
七
七
〜
一
八
一
頁
、
一
九
九
二
年
四
期
。

（
26
）　

王
勇
著
『
美
国
与
中
国
戦
時
生
産
局
』
二
七
〜
三
〇
頁
、
西
南
師
範
大
学
、
二
〇
〇
四
年
修
士
論
文
。

（
27
）　

徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
一
九
四
五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年
在
丹
佛

設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
三
五
頁
、
長
江
水
利
委
員
会
航
測
中
心
、
一
九
九
八
年
、
非
公
刊
印
刷
物
。

下
記
論
文
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
」『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
二
〇
〇
一
年
』
三
六

八
〜
三
七
四
頁
。

（
28
）　
「
中
国
第
二
档
案
館
館
蔵
民
国
時
期
長
江
三
峡
工
程
档
案
文
件
目
録
」『
民
国
档
案
』
六
〇
頁
、
一
九
九
二
年
第
三
期
。

（
29
）　

前
掲
、
王
勇
著
『
美
国
与
中
国
戦
時
生
産
局
』
二
六
頁
。

（
30
）　

こ
の
判
断
は
「
当
時
中
国
政
府
戦
時
生
産
局
で
顧
問
と
し
て
務
め
た
米
国
対
外
経
済
局
技
師
柏
斯
克
、
潘

と
も
訳
す
」
と
の
論
述

に
近
い
。
前
掲
、
閔
江
月
「

凡
奇
考
察
長
江
三
峡
前
後
」『
湖
北
文
史
資
料
』
六
頁
。

（
31
）　

同
右
、
閔
江
月
「

凡
奇
考
察
長
江
三
峡
前
後
」『
湖
北
文
史
資
料
』
七
頁
。

（
32
）　

サ
ー
ベ
ジ
の
張
光
闘
に
宛
て
た
手
紙
で
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
、
張
光
闘
著
『
我
的
人
生
之
路
』
三
〇
頁
。

（
33
）　

徐
懐
雲
「
三
峡
工
程
備
忘
録
撮
制
組
訪
美
―

談
古
今
」
一
九
四
六
〜
四
七
年
在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程

―
圓
夢
集
』
一
三
五
〜
一
三
六
頁
。
当
時
、
徐
懐
雲
は
サ
ー
ベ
ジ
の
接
待
に
あ
た
っ
て
い
た
。

（
34
）　

中
国
第
二
歴
史
档
案
館
第
二
八
全
宗
第
一
八
七
五
〇
巻
。
出
所
：
李
学
通
著
『
翁
文

年
譜
』
三
〇
八
頁
、
山
東
教
育
出
版
社
、
二

〇
〇
五
年
。

（
35
）　

前
掲
、
黄
山
佐
「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力
開
発
」『
中
国
水
利
』
三
二
頁
。
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（
36
）　

同
右
、
黄
山
佐
「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力
開
発
」『
中
国
水
利
』
三
二
〜
三
三
頁
。

（
37
）　

国
民
政
府
資
源
委
員
会
档
案
「
資
源
委
員
会
所
聘
美
籍
専
家

凡
奇

定
揚
子
江
三
峡
水
力
発
電
計
画
摘
要
（
一
九
四
五
年
六
月
）」

中
国
第
二
歴
史
档
案
館
編
『
中
華
民
国
史
档
案
資
料
匯
編
』
四
一
六
〜
四
一
八
頁
、
第
五
輯
第
二
編
「
外
交
」、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
七
年
。

（
38
）　

張
国
鏞
、
陳
一
容
「
納
尓
遜
及
其
使
華
述
略
」『
抗
日
戦
争
研
究
』
一
四
九
頁
、
一
九
九
四
年
第
四
期
。

（
39
）　
『
蒋
介
石
日
記
』（
ア
メ
リ
カ
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
所
蔵
）
一
九
四
四
年
九
月
一
四
日
、
同
年
九
月
一
六
日
。

『
蒋
介
石
日
記
』
で
は
、「
納
尓
生
」
と
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

（
40
）　
「
中
国
第
二
歴
史
档
案
館　

蒋
介
石
与
納
尓
遜
会
談
記
録
（
一
九
四
四
年
九
月
一
九
日
）」『
民
国
档
案
』
六
一
〜
六
八
頁
、
一
九
八

七
年
第
三
期
。

（
41
）　

こ
の
記
述
は
、
下
記
の
文
献
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
葉
恵
芬
編
輯
『
蒋
中
正
総
統
档
案
：
事
略
稿
本
（
五
八
）、
民
国
三
三
年
八

月
至
一
〇
月
』
四
二
一
〜
四
二
二
頁
、
国
史
舘
、
二
〇
一
一
年
。

（
42
）　

前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
二
頁
。
九
月
一
九
日
の
会
談
は
午
後
に
な
っ
て
三
峡
ダ
ム
の
話
題
に
及
ん
だ
。
ネ
ル
ソ
ン
の
話
の
切

り
出
し
方
か
ら
読
み
取
る
と
、
そ
の
と
き
に
初
め
て
蒋
介
石
に
対
し
て
三
峡
ダ
ム
に
言
及
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
蒋
介
石
の

発
言
は
一
九
日
の
正
午
に
行
わ
れ
た
餞
別
会
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）　

前
掲
、
張
光
闘
著
『
我
的
人
生
之
路
』
三
二
頁
。

（
44
）　

前
掲
、
閔
江
月
「

凡
奇
考
察
長
江
三
峡
前
後
」『
湖
北
文
史
資
料
』
九
頁
。

（
45
）　

米
国
国
家
档
案
館
、
一
一
五
全
宗
、

務
局
巻
、
〇
九
〇
・
〇
九
号；

国
外
活
動
：
中
国
（N

ational A
rchives, W

ashington 
D

.C., Record Group 115, Bureau of Reclam
ation file 090.09, Foreign A

ctivities, China.

出
所
：
柯
偉
林
（W

illiam
 C. 

K
irby

）「
民
国
時
期
中
外
経
済
技
術
合
作
一
例
：
美
国
戦
時
生
産
顧
問
団
援
華
（
一
九
四
四
〜
一
九
四
六
）」
張
憲
文
、
陳
興
唐
、
鄭
会

欣
編
『
民
国
档
案
与
民
国
史
学
術
討
論
会
論
文
集
』
五
六
五
頁
、
档
案
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
46
）　

前
掲
、
閔
江
月
「

凡
奇
考
察
長
江
三
峡
前
後
」『
湖
北
文
史
資
料
』
九
〜
一
〇
頁
。

（
47
）　
「
資
源
委
員
会
三
峡
水
力
発
電
計
画
技
術
研
究
委
員
会
組
織
規
程
一
九
四
五
年
五
月
二
一
日
公
布
」『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』

二
八
頁
、
第
八
巻
第
六
期
、
一
九
四
五
年
六
月
一
六
日
。
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（
48
）　

コ
ー
ト
ン
と
黄
育
賢
の
任
命
は
下
記
の
档
案
史
料
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
資
源
委
員
会
付
属
機
関
任
命
令
一
九
四
五
年
五
月
二
二

日
公
布
」『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
八
頁
、
第
八
巻
第
六
期
、
一
九
四
五
年
六
月
一
六
日
。

（
49
）　
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
の
辞
令
か
ら
考
察
す
る
と
、
張
光
闘
は
三
峡
計
画
の
進
行
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
抜
擢
さ
れ
て
い

た
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
五
日
に
、「
技
師
長
助
理
」
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
同
年
一
二
月
五
日
、
水
電
総
処
設
計
組
主
任
技
師
を
兼

任
、
四
七
年
九
月
三
〇
日
、
総
技
師
長
助
理
と
設
計
組
主
任
技
師
を
解
任
さ
れ
、
水
電
総
処
副
技
師
長
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
八

年
一
〇
月
二
日
に
水
電
総
処
技
師
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
三
九
九
〜
四
〇
一
頁
、
第
一
一
巻
第
四
、
五
期

合
併
号
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
六
日
。『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
三
頁
、
第
一
〇
巻
第
一
、
二
期
、
一
九
四
六
年
二
月
一
六
日
。

『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
四
頁
、
第
一
三
巻
第
四
期
、
一
九
四
七
年
一
〇
月
一
六
日
。『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
四
頁
、
第

一
五
巻
第
五
期
、
一
九
四
八
年
一
一
月
一
六
日
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
張
光
闘
は
、
水
電
総
処
が
成
立
し
た
時
点
で
「
副
技
師
長
」
と
す
る
下
記
文
献
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

前
掲
、
惲
震
「
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
訂
約
設
計
三
峡
水
電
工
程
」『
湖
北
文
史
資
料
』
二
八
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、
張
維

著

『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
与
美
国
的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
四
三
頁
。

（
50
）　

前
掲
、
黄
山
佐
「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力
開
発
」『
中
国
水
利
』
三
三
頁
。

（
51
）　
『
銭
昌
照
関
於
美
国
在
中
国
発
展
電
話
事
、
三
峡
水
利
工
程
計
画
、
中
美
技
術
合
作
、
中
、
加
、
瑞
貿
易
等
問
題
与
宋
子
文
、
魏
道

明
、
阮
鴻
儀
及
外
商
企
業
等
之
来
往
信
件
』、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
档
案
、
全
宗
号
二
八
、
巻
号
一
八
九
七
八
。
出
所
：
張
維

著

『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
与
美
国
的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
四
九
頁
。

（
52
）　

同
右
、『
銭
昌
照
関
於
美
国
在
中
国
発
展
電
話
事
、
三
峡
水
利
工
程
計
画
、
中
美
技
術
合
作
、
中
、
加
、
瑞
貿
易
等
問
題
与
宋
子
文
、

魏
道
明
、
阮
鴻
儀
及
外
商
企
業
等
之
来
往
信
件
』、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
档
案
、
全
宗
号
二
八
、
巻
号
一
八
九
七
八
。
出
所
：
前
掲
、

張
維

著
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
与
美
国
的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
四
九
頁
。

（
53
）　
「
関
於
工
業
建
設
的
幾
個
問
題
」
は
銭
昌
照
が
『
大
公
報
』
に
行
っ
た
談
話
で
あ
り
、『
大
公
報
』
一
九
四
五
年
一
二
月
三
〇
日
に
掲

載
さ
れ
た
。『
資
源
委
員
会
公
報
』
は
「
こ
の
談
話
は
、
実
に
今
後
の
工
業
建
設
の
指
針
に
な
る
」
と
し
て
特
別
寄
稿
で
掲
載
し
た
。『
国

民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
六
八
頁
、
第
一
〇
巻
第
一
、
二
期
、
一
九
四
六
年
二
月
一
六
日
。

（
54
）　
『
資
委
会
駐
美
代
表
弁
事
処
三
十
五
年
度
工
作
報
告
』、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
档
案
、
全
宗
号
二
八
、
目
録
号
（
二
）、
巻
号
五
〇
。
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出
所
：
前
掲
、
張
維

著
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
与
美
国
的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
五
〇
頁
。

　
　

資
源
委
員
会
と
開
拓
局
が
締
結
し
た
『
三
峡
開
発
工
程
設
計
合
約
』（
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
日
締
結
、
全
九
頁
）
の
原
本
は
長
江
水

利
委
員
会
档
案
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
、
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
一
九
四

五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年
在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
一
四
頁
。

（
55
）　

前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
二
頁
。
米
国
の
貸
付
け
に
つ
い
て
、
徐
懐
雲
は
「
年
利
三
厘
」
と
し
て
い
る
。
徐
懐
雲
「
対
三
峡
大

㶚
起
源
史
的
回
憶
」『
中
国
三
峡
建
設
』
二
七
頁
、
一
九
九
五
年
第
五
期
。

（
56
）　
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
一
〇
二
頁
、
第
一
〇
巻
第
五
期
、
一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
。

（
57
）　

同
右
、『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
一
〇
二
頁
、
第
一
〇
巻
第
五
期
。
ま
た
は
、
黄
育
賢
「
陪
同

凡
奇
復
勘
三
峡
水
力
発
電

計
画
報
告
（
一
九
四
六
年
四
月
二
八
日
）」
湖
北
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
編
『
三
峡
文
史
博
覧
』
一

八
〜
二
三
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
58
）　

前
掲
、『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
六
二
頁
、
第
一
〇
巻
第
一
、
二
期
。

（
59
）　
「
銭
昌
照
談
開
発
三
峡
水
利
工
作
本
年
六
月
一
日
正
式
開
始
」『
交
通
部
津
浦
区
鉄
道
管
理
局
日
報
』
一
九
四
六
年
四
月
三
〇
日
。

（
60
）　

前
掲
、
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
一
九
四
五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年

在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
一
六
〜
一
一
七
頁
。

　
　

張
光
闘
が
米
国
に
派
遣
さ
れ
た
五
四
名
の
技
術
者
に
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
例
え
ば
、
薛
毅
著
『
国
民
政
府
資
源
委
員

会
研
究
』
二
四
〇
頁
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
し
か
し
、
こ
の
名
簿
リ
ス
ト
に
は
張
光
闘
の
名
前
は
な
く
、
張
光
闘
の

自
伝
か
ら
も
一
九
四
五
年
五
月
に
米
国
よ
り
コ
ー
ト
ン
に
同
行
し
て
帰
国
し
た
が
、
そ
の
後
の
渡
米
記
録
は
な
い
。
前
掲
、
張
光
闘
著

『
我
的
人
生
之
路
』
三
一
〜
三
二
頁
。

（
61
）　

同
右
、
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
一
九
四
五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年

在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
一
六
〜
一
一
七
頁
、
一
三
三
頁
。

　
　

徐
懐
雲
の
出
発
時
期
に
つ
い
て
、
徐
懐
雲
自
身
の
回
顧
を
含
め
、
徐
は
九
月
一
日
に
中
国
を
出
発
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
掲
、

徐
懐
雲
「
対
三
峡
大
㶚
起
源
史
的
回
憶
」『
中
国
三
峡
建
設
』
二
七
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、
張
維

著
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
与
美
国

的
経
済
技
術
合
作
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
』
一
五
三
頁
。
し
た
が
っ
て
、「
五
月
末
技
術
者
を
引
率
し
て
出
発
し
た
」
と
す
る
下
記
の
記
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述
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
、
黄
山
佐
「

凡
奇
与
長
江
三
峡
水
力
開
発
」『
中
国
水
利
』
三
三
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、
閔

江
月
「

凡
奇
考
察
長
江
三
峡
前
後
」『
湖
北
文
史
資
料
』
九
頁
。

（
62
）　

前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
一
頁
。

（
63
）　

前
掲
、
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
一
九
四
五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年

在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
。

（
64
）　

前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
二
頁
。

（
65
）　

前
掲
、
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
一
九
四
五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年

在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
二
九
頁
。

（
66
）　
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
五
三
頁
、
第
一
二
巻
第
三
期
、
一
九
四
七
年
三
月
一
六
日
。

（
67
）　
『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
一
〇
二
頁
、
第
一
二
巻
第
五
期
、
一
九
四
七
年
五
月
一
六
日
。

（
68
）
翁
文

「
資
源
委
員
会
事
業
概
況
」（
国
民
参
政
会
第
一
三
回
大
会
に
お
け
る
報
告
）
一
九
四
七
年
五
月
二
七
日
、『
国
民
政
府
資
源

委
員
会
公
報
』
第
一
二
巻
第
六
期
、
八
六
頁
、
一
九
四
七
年
六
月
一
六
日
。

（
69
）　

前
掲
、「
三
峡
工
程
歴
史
回
顧
一
九
一
九
〜
一
九
九
二
」『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
二
六
一
〜
二
六
二
頁
。
水
電
総
処
技
師

長
コ
ー
ト
ン
は
、
中
国
政
府
と
の
間
に
三
年
間
の
契
約
を
結
ん
で
い
た
た
め
、
三
峡
計
画
が
棚
上
げ
さ
れ
た
の
ち
に
、
一
九
四
七
年
九
月

三
〇
日
付
け
で
水
電
総
処
営
造
組
主
任
技
師
の
兼
任
を
命
じ
ら
れ
た
。『
国
民
政
府
資
源
委
員
会
公
報
』
四
頁
、
第
一
三
巻
第
四
期
、
一

九
四
七
年
一
〇
月
一
六
日
。
翌
年
四
八
年
三
月
一
二
日
に
契
約
満
期
に
伴
い
免
職
さ
れ
た
が
、
米
国
へ
の
帰
国
日
程
は
不
明
。『
国
民
政

府
資
源
委
員
会
公
報
』
四
頁
、
第
一
四
巻
第
四
期
、
一
九
四
八
年
四
月
一
六
日
。

（
70
）　

一
九
四
七
年
二
月
、
三
月
に
な
る
と
、
三
峡
ダ
ム
の
実
地
調
査
が
共
産
党
軍
の
進
攻
に
よ
っ
て
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
の
記

録
も
あ
る
。「
三
峡
工
作
月
報
［
Ｚ
］、
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
、
全
国
水
力
発
電
工
程
総
処
档
案
：
四
二
九
―
二
一
、
出
所
：
前
掲
、
張

維

、
斉
亮
「
中
美
合
作
開
発
三
峡
的
構
想
与
実
践
―
以
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
的
合
作
為
背
景
」『

南
学
報
』
一
〇
五
〜
一
〇

六
頁
。

（
71
）　

三
峡
ダ
ム
計
画
の
棚
上
げ
後
に
作
成
さ
れ
た
資
料
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
揚
子
江
工
程
計
画
概
要
一
九
四
八
年
三
月
」『
民

国
档
案
』
二
八
頁
、
一
九
九
〇
年
第
四
期
。「
中
国
第
二
歴
史
档
案
館
民
国
時
期
勘
察
設
計
長
江
三
峡
工
程
史
料
選
」『
民
国
档
案
』
二
七
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〜
三
九
頁
、
一
九
九
二
年
第
三
期
。

（
72
）　

前
掲
、
張
光
闘
「
揚
子
江
三
峡
水
力
発
電
計
画
筹
備
経
過
」『
動
力
工
程
』
六
一
頁
。

（
73
）　

徐
盈
「
三
峡
水
庫
與
工
作
者
―
中
国
実
業
人
物
誌
之
三
一
」『
新
中
華
』
四
八
頁
、
一
九
四
八
年
復
刊
後
第
六
巻
第
一
期
。

（
74
）　

前
掲
、
惲
震
「
資
源
委
員
会
与
美
国

務
局
訂
約
設
計
三
峡
水
電
工
程
」『
湖
北
文
史
資
料
』
三
〇
頁
。
民
国
期
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
、
銭
昌
照
は
、「
二
年
余
り
に
わ
た
る
研
究
の
結
果
得
ら
れ
た
調
査
資
料
や
国
内
外
の
設
計
図
な
ど
は
、
武
昌
で
小
屋
を
建
て
て
貯

蔵
し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
二
頁
。
三
峡
関
連
資
料
が
米
国
か
ら
上
海
経
由
で
南
京
に
送
付
さ
れ
た
こ

と
は
徐
懐
雲
の
回
顧
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徐
懐
雲
が
回
顧
の
執
筆
に
、
長
江
水
利
委
員
会
档
案
資
料
室
所
蔵
の
三
峡

関
連
の
資
料
（
中
国
語
と
英
語
）
を
利
用
し
て
い
る
。
前
掲
、
徐
懐
雲
「
揚
子
江
三
峡
高
㶚
設
計
紀
実
（
満
庫
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

一
九
四
五
〜
一
九
四
八
年
」
一
九
四
六
〜
四
七
年
在
丹
佛
設
計
三
峡
工
程
同
仁
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
―
圓
夢
集
』
一
一
四
〜
一
一
五
頁
、

一
三
三
頁
。

（
75
）　

中
国
水
力
発
電
史
料
徴
集
編
輯
委
員
会
『
中
国
水
力
発
電
史
料
選
編　

張
鉄
錚
文
選
』
三
四
頁
、
内
部
発
行
、『
中
国
水
力
発
電
史

料
』
編
輯
部
出
版
、
一
九
九
八
年
。

（
76
）　

前
掲
、
魏
廷
琤
「
美
国
参
与
三
峡
工
程
始
末
」『
百
年
潮
』
五
頁
。
魏
廷
琤
は
、
比
較
的
完
成
度
の
高
い
コ
ー
ト
ン
の
報
告
を
含
め

て
も
、
民
国
期
の
研
究
成
果
が
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
77
）　

前
掲
、『
銭
昌
照
回
顧
録
』
八
二
頁
。

（
78
）　

前
掲
、
張
光
闘
著
『
我
的
人
生
之
路
』
三
二
頁
。
前
掲
、
張
維

、
斉
亮
「
中
美
合
作
開
発
三
峡
的
構
想
与
実
践
―
以
資
源
委
員
会

与
美
国

務
局
的
合
作
為
背
景
」『

南
学
報
』
一
〇
〇
頁
。
張
維

「

凡
奇
与
中
美
合
作
開
発
三
峡
―
以

凡
奇
与
資
源
委
員
会
的

交
往
為
中
心
」『
貴
州
社
会
科
学
』
一
六
八
頁
、
二
〇
〇
六
年
第
三
期
。

（
79
）　

前
掲
、「
中
国
第
二
歴
史
档
案
館　

蒋
介
石
与
納
尓
遜
会
談
記
録
（
一
九
四
四
年
九
月
一
九
日
）」『
民
国
档
案
』
六
二
頁
、
六
五
頁
。


